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現
況
届
は
、
児
童

手
当
の
受
給
継
続
を
決
定
す
る
大
切
な
手

続
き
で
す
。
対
象
者
に
は
、
個
別
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
中
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童

手
当
現
況
届
の
裏
面
が
給
付
金
の
申
請
書

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

公
務
員
は
、
勤
務
先
か
ら
配
布
さ
れ
た

申
請
書
で
、
平
成
27
年
５
月
31
日
に
住
民

登
録
の
あ
る
市
区
町
村
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い

❶
現
況
届
・

給
付
金
申
請
書
❷
印
鑑
❸
受
給
者
の
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
厚
生
年
金
加

入
者
だ
け
）

▼
受
給
者
ま
た
は
配
偶
者
が
、
平
成
27
年

１
月
１
日
以
降
に
登
米
市
へ
転
入
し
た
場

合
は
「
平
成
27
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

○
現
況
届
：
６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま

で○
給
付
金
申
請
：
６
月
１
日
か
ら
10
月
30

日
ま
で

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課

（
児
童
福
祉
係
）
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平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
医

療
費
助
成
の
対
象
範
囲
を
拡
大
し
「
子
ど

も
医
療
費
助
成
」
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
小
学
生
未
満
は
入
・
通
院
、

小
・
中
学
生
は
入
院
を
対
象
に
助
成
し
て

い
ま
し
た
が
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」
で

は
、
所
得
制
限
を
設
け
ず
入
・
通
院
と
も

に
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
に
「
子
ど
も
医
療
費
受

給
資
格
者
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
費
一
部
負
担
金
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
が
必
要
な
人
に
は
、
６
月
初
旬
に

案
内
通
知
と
登
録
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
の
保

護
者
、
小
学
生
未
満
で
乳
幼
児
医
療
費
を

受
給
し
て
い
な
い
保
護
者現

在
、
乳
幼
児
医

療
費
を
受
給
し
て
い
る
人
（
受
給
資
格
者

証
は
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま
す
）、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人

入
・
通
院
医
療
費
の
自

己
負
担
額

※
入
院
時
の
食
事
療
養
費
や
保
険
対
象
外

の
治
療
代
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
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本
年
度
の
市
総
合
防
災
訓
練
は
、
中
田

町
内
自
主
防
災
組
織
の
防
災
力
向
上
を
主

に
開
催
し
ま
す
。
初
動
活
動
対
応
訓
練
の

ほ
か
、
一
般
参
加
者
を
対
象
と
し
た
消
火

訓
練
や
応
急
救
護
訓
練
、
指
定
避
難
所
運

営
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
の
様
子
を
H
＠
！
F
M

（
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
）で
生
中
継
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
６
月
７
日（
日
）午
前

９
時
〜
11
時市消

防
防
災
セ
ン
タ
ー
（
駐
車

場
は
、
登
米
祝
祭
劇
場
駐
車
場
を
利
用
く

だ
さ
い
）

総
務
部
防
災
課
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平
成
27
年
８
月
か
ら
市
公
用
車
へ
の
広

告
掲
載
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
店
や
会
社
の
走
る
広
告
塔
と
し
て
活

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
の
事
業
所
や
事
務
所
、

店
舗
を
持
つ
個
人
、
法
人

三
菱
ミ
ニ
キ
ャ
ブ
２

台（
月
平
均
走
行
距
離
約
１
５
０
０
㌔
㍍
、

年
間
稼
働
日
数
約
２
５
０
日
）

平
成
27
年
５
月
25
日

（
月
）〜
６
月
26
日（
金
）申

込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い（
郵
送
の
場
合
は「
公
用
車
広
告
掲
載

申
し
込
み
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

総
務
部
総
務
課（
財
産
係
）
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三
陸
自
動
車

道
の（
仮
称
）登

米
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア（
Ｐ
Ａ
）

に
隣
接
し
て
建

設
す
る
「
道
の

駅
」
の
名
称
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る「
道

の
駅
」
の
名
称

は
、
登
米
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
末
永

く
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
「
道
の
駅
」
の
名
称
は
登
米

Ｐ
Ａ
の
名
称
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

登
米
Ｐ
Ａ
は
、
三
陸
自
動
車
道
の
登
米

東
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）か
ら

（
仮
称
）志
津
川
Ｉ
Ｃ
側
約
２
㌔
の
場
所

（
登
米
市
東
和
町
米
谷
字
福
平
地
内
）に
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
【
図
１
】。

　
「
道
の
駅
」
は
平
成
28
年
度
に
建
設
、

29
年
度
に
開
設
す
る
計
画
。
施
設
内
に

は
、
特
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
併
設
す
る
予
定

で
す
。

❶
「
道
の
駅
」
の
名
称（『
道

の
駅
○
○
○
○
○（
ふ
り
が
な
）』）❷
名
称

の
理
由
❸
郵
便
番
号
、
住
所
❹
氏
名（
ふ

り
が
な
）❺
年
齢
❻
性
別
❼
電
話
番
号

商
工
観
光
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
に
備
え
付
け
の
応
募
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送（
当
日

消
印
有
効
）、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
に「
道
の

駅
名
称
応
募
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い

❶
応
募
は
一
人
１
点
❷
自

作
か
つ
未
発
表
の
も
の
で
、
第
三
者
が
持

つ
著
作
権
な
ど
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
も

の
❸
著
作
権
な
ど
一
切
の
権
利
は
登
米
市

に
帰
属

平
成
27
年
６
月
17
日（
必
着
）

最
優
秀
賞
１
点
を
名
称
の
採
用

作
品
と
し
、
優
秀
賞
２
作
品
を
選
考
し
ま

す
。
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
受
賞
者
に
は
副

賞
を
贈
呈
し
ま
す
。
※
受
賞
作
品
が
複
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

産
業
経
済
部
商
工
観
光
課
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合
併
か
ら
10
周
年
を
迎
え
た
本
市
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
り
、
郷
土
愛
を
育
み
、
さ
ら
な

る
発
展
・
飛
躍
に
向
け
た
契
機
と
す
る
た

め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
歌

の
披
露
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
満
席
の
場
合
に
は
、
入
場
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
６
月
６
日（
土
） 

午
後

１
時
30
分
か
ら

登
米
祝
祭
劇
場　

大
ホ
ー
ル

❶
記
念
公
演「
米
山
丸
山
太

鼓
」❷
感
謝
状
贈
呈
❸
映
像
上
映「
映
像
で

振
り
返
る
登
米
市
の
10
年
」❹
市
民
歌
披

露（
市
内
合
唱
団
体
）指
揮
者
：
小
山
和か
ず

彦ひ
こ 

氏（
登
米
市
市
民
歌
制
定
委
員
会
委
員
長
）

伴
奏
者
：
及
川
浩こ

う

治じ

氏（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

登
米
市
迫
町
出
身
）総

務
部
市
長
公
室
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２
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【図１】


